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名誉教授の称号授与式
開催される

　4月1日、学長室で岩田幸二学監、加藤秀俊中部

高等学術研究所特任教授、織田守矢工学基礎教室教

授、千谷慧子理学教室教授の4人に、「教育上・学術

上特に功績があった」として名誉教授の称号が授与

された。

　岩田幸二名誉教授（第31号）は名古屋大学大学院

特別研究生後期を中退後、名古屋大学助手を経て日

立研究所主任研究員を務め再び名古屋大学教授、豊

田高専校長となり、平成2年中部大学教授となる。中

部大学工学部長、中部大学副学長を経て、学園理事

となり、平成14年から学監を務め大学全体の運営に

も力を注がれた。

　加藤秀俊名誉教授（第32号）は東京商科大学（一

橋大学・旧制）卒業後、京都大学助手となり、その

後国内外の大学の客員教授、教授を経て、平成8年

には中部高等学術研究所の所長・教授を務める。本

学の国際関係学部、人文学部、国際関係学研究科博

士後期課程の開設にも不可欠の教授として力を尽く

され、昭和58年以来、学園理事として運営において

も多大の功績を残された。

　織田守矢名誉教授（第33号）は名古屋大学大学院

満期退学後、岐阜大学助手・名古屋大学教授を経て、

昭和61年に中部大学教授となり中部大学教育工学

センター長、中部大学メディア教育センター長を務

め、本学学生の教育、特に制御工学、自動制御、知

能システム工学など多くの科目の指導に情熱を傾注

された。

　千谷慧子名誉教授（第34号）は東京大学大学院博

士課程を満期退学後、3年間アメリカの大学で専任

教員を務めた後、昭和62年中部大学教授となり、理

学教室主任として理学教室の数学教育改革や教育研

究活動を支え、さらに研究面においても数学基礎理

論においてすぐれた業績を残された。

FDフォーラムを開催

　3月 25 日午後 3時から 1023 講義室で第7回 FD

フォーラムが行われ、54 人の出席者があった。

フォーラムの前半では平成13年度から開催してい

る「私の授業作り」の続編を、後半ではIT化講義室

の機能の紹介と事例報告が行われた。

　前半では澁谷鎮明助教授（国際文化学科）による

「8年目の授業作り―新鮮さと省力化をめざして―」

の発表があり、授業風景のビデオを取り入れて、授

業の進め方、授業で心掛けていること、授業の自己

評価及び今後の授業改善について報告があった。

　後半では学術情報センター長の水島章次教授によ

る「10号館IT化講義室の機能」、後藤英雄教授によ

る「IT化講義室の活用事例」の発表があり、操作は

簡単にできること、ビデオ撮影は授業担当者1人で

簡単に撮影可能で授業改善に役立てられること、IT

化の支援体制の必要性などの報告があった。

　発表後の質疑応答では出席者との間で活発な意見

交換が行われた。

大学25号館増築工事
竣工式を挙行

　昨年6月18日、起工式を行った大学25号館増築工

事の竣工式が3月24日午前10時30分から行われた。

　一連の神事のあと、大西良三理事長から「ここは

前列中央飯吉学長を除いて左から

加藤秀俊・織田守矢・千谷慧子・岩田幸二各名誉教授


